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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第71期

第１四半期
連結累計期間

第72期
第１四半期
連結累計期間

第71期

会計期間
自　2022年４月１日
至　2022年６月30日

自　2023年４月１日
至　2023年６月30日

自　2022年４月１日
至　2023年３月31日

売上高 (千円) 15,847,696 14,281,622 67,439,996

経常利益 (千円) 1,064,307 901,615 4,756,923

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 711,599 611,624 3,309,496

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 752,068 651,673 3,374,858

純資産額 (千円) 17,013,601 17,662,114 18,610,823

総資産額 (千円) 31,129,007 31,410,267 33,370,571

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 50.93 43.70 236.74

潜在株式調整後
１株当たり四半期(当期)純利益

(円) － － －

自己資本比率 (％) 54.7 56.2 55.8

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 710,022 859,419 2,897,515

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △365,775 7,938 △897,977

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △901,316 △630,054 △2,085,113

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 5,592,921 6,308,467 6,068,427
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．１株当たり四半期（当期）純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益の算定上の基礎とな

る普通株式の期中平均株式については、「株式給付信託（BBT）」の信託財産として株式会社日本カスト

ディ銀行（信託Ｅ口）が所有する当社株式を控除対象の自己株式に含めて算出しております。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】
　

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、経営者が連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると

認識している主要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要

な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

　

(1) 財政状態及び経営成績の状況

（経営成績の分析）

当第１四半期連結累計期間（2023年４月１日～2023年６月30日）における当社グループを取り巻く環境は、新型

コロナウイルス感染症における活動制限の緩和により社会経済活動は正常化しつつあるものの、ウクライナ情勢や

米中対立等の外部環境における地政学リスクや世界的な景気後退による半導体需要の減速等の影響により、企業の

生産活動や設備投資に慎重な姿勢が見られました。

こうした環境の下、当社では社員の健康と安心安全を最優先とした対策を行いながら、「もの造りサポーティン

グカンパニー」として、もの造りを支えるために在庫の整備や受発注体制の強化並びに物流体制の維持に努め、商

品の安定供給に努めてまいりました。

当社グループの業績につきましては、主力販売先である電気機器・電子部品・産業機械業界において、商品の供

給体制に回復の動きが見られ、当初の想定以上に推移したものの、主要顧客における生産部材の在庫が積み上がっ

たことによる受注減や最終ユーザーでの設備投資の調整局面による需要減の影響を受けました。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は14,281百万円（前年同四半期比9.9％減）、営業利益は805百

万円（前年同四半期比15.1％減）、経常利益は901百万円（前年同四半期比15.3％減）、親会社株主に帰属する四

半期純利益は611百万円（前年同四半期比14.0％減）と前年同四半期に比べ減収減益となりました。

 
セグメントの業績は、次のとおりであります。

（電機・電子部品販売事業）

電機・電子部品販売事業における売上高は14,199百万円（前年同四半期比10.0％減）、営業利益は818百万円（前年

同四半期比15.5％減）となりました。

 
なお、当社グループの商品分野別の売上高につきましては、次のとおりであります。

・ＦＡ機器分野

ＲＦＩＤ、グラフィック操作パネル等が増加いたしましたが、センサー、制御盤等が減少し、売上高は8,945

百万円（前年同四半期比4.7％減）となりました。

・情報・通信機器分野

産業用パソコン、モニター等が増加いたしましたが、ＯＡアクセサリー、ＣＰＵ等が減少し、売上高は1,006

百万円（前年同四半期比16.5％減）となりました。

・電子・デバイス機器分野

基板、変換器等が増加いたしましたが、コネクタ、ＥＭＩ対策商品等が減少し、売上高は1,836百万円（前年

同四半期比17.1％減）となりました。

・電設資材分野

計測器、照明器具等が増加いたしましたが、積算電力計、端子台等が減少し、売上高は2,411百万円（前年同

四半期比18.8％減）となりました。

EDINET提出書類

スズデン株式会社(E02838)

四半期報告書

 3/22



 

 
（製造事業）

製造事業における売上高は81百万円（前年同四半期比19.2％増）、営業損失は12百万円となりました。

 
（財政状態）

・資産

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べて1,960百万円減少し、31,410百万円となりま

した。

流動資産は、前連結会計年度末に比べて1,780百万円減少し、25,397百万円となりました。

これは主に、受取手形及び売掛金の減少1,391百万円、電子記録債権の減少689百万円によるものであります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べて180百万円減少し、6,012百万円となりました。

・負債

当第１四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末に比べて1,011百万円減少し、13,748百万円となりまし

た。

流動負債は、前連結会計年度末に比べて1,632百万円減少し、11,634百万円となりました。

これは主に、支払手形及び買掛金の減少584百万円、未払法人税等の減少794百万円によるものであります。

固定負債は、前連結会計年度末に比べて620百万円増加し、2,113百万円となりました。

これは主に、長期借入金の増加639百万円によるものであります。

・純資産

当第１四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末に比べて948百万円減少し、17,662百万円となりまし

た。

これは主に、当第１四半期連結累計期間の親会社株主に帰属する四半期純利益の計上611百万円、配当金の支払

1,607百万円によるものであります。なお、自己資本比率は56.2％となりました。

 

(2) キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末から

240百万円増加し、6,308百万円となりました。当第１四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそ

れらの要因は次のとおりであります。

・営業活動によるキャッシュ・フロー

営業活動の結果、資金は859百万円の増加となりました。（前年同四半期における資金は710百万円の増加）

これは主に、税金等調整前四半期純利益902百万円、売上債権の減少2,080百万円の増加要因、仕入債務の減少759百

万円、法人税等の支払額886百万円の減少要因によるものであります。

・投資活動によるキャッシュ・フロー

投資活動の結果、資金は7百万円の増加となりました。（前年同四半期における資金は365百万円の減少）

これは主に、有形固定資産の取得による支出4百万円、投資有価証券の売却による収入17百万円によるものでありま

す。

・財務活動によるキャッシュ・フロー

財務活動の結果、資金は630百万円の減少となりました。（前年同四半期における資金は901百万円の減少）

これは主に、長期借入れによる収入1,000百万円、配当金の支払額1,591百万円によるものであります。

 
(3) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第１四半期連結累計期間において、優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題に重要な変更及び新たに生じた

課題はありません。
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(4) 研究開発活動

該当事項はありません。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

（提出会社）

　　当第１四半期連結会計期間において、新たな経営上の重要な契約等は行われておりません。

　　なお、当第１四半期連結会計期間における、主な代理店契約は、次のとおりであります。

 相手先  契約締結年月日  主要取扱品目  契約期間 契約内容

 

オムロン株式会社
インダストリアル
オートメーション
ビ ジ ネ ス カ ン パ
ニー(IAB)

 2010年４月１日  

PLC・スイッチ・センサ・リレー・タイ
マ・温度調節器・視覚認識装置・メカ
トロニクス関連機器、オンボード関連
商品

 
2023年４月１日～
2024年３月31日
(毎年度更新中）

販売店
(注)１

 

パナソニック株式
会社エレクトリッ
クワークス社

 1963年12月１日  照明器具・配線器具・分電盤・配電盤  
2023年４月１日～
2024年３月31日
(毎年度更新中）

代理店
(注)２

 

日東工業株式会社  1954年４月１日  
受変電設備機器・分電盤・配電盤・
ボックス・システムラック

 
2023年４月１日～
2024年３月31日
(毎年度更新中）

代理店

 

(注) １．1957年７月１日に立石電機株式会社(現：オムロン株式会社)と特約店契約を締結し、2010年４月１日より、

上記契約内容に変更となっております。

２．1963年12月１日に松下電工株式会社（現：パナソニック株式会社）と代理店契約を締結し、2012年４月１日

より、上記契約内容に変更となっております。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 47,590,000

計 47,590,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間末

現在発行数(株)
(2023年６月30日)

提出日現在発行数(株)
(2023年８月８日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 14,652,600 14,652,600
東京証券取引所
スタンダード市場

1.完全議決権株式であり、権
 利内容に何ら限定のない当
 社における標準となる株式
2.単元株式数は100株

計 14,652,600 14,652,600 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2023年４月１日～
2023年６月30日

─ 14,652,600 ─ 1,819,230 ─ 1,527,493
 

 

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（2023年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

　2023年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)  
普通株式 556,000
 

―
1.権利内容に何ら限定のない当社にお
 ける標準となる株式
2.単元株式数は100株

完全議決権株式(その他) 普通株式 14,085,900
 

140,859 同上

単元未満株式 普通株式 10,700
 

― １単元(100株)未満の株式

発行済株式総数 14,652,600 ― ―

総株主の議決権 ― 140,859 ―
 

(注)１．「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、株式会社証券保管振替機構名義の株式が1,000株含まれてお

ります。

また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数10個が含まれております。

２．「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式が59株含まれております。

３．株式会社日本カストディ銀行（信託Ｅ口）が所有する当社株式102,328株（議決権の数1,023個）につきまし

ては、「完全議決権株式(その他)」に含めて表示しております。

 

② 【自己株式等】

2023年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数(株)

他人名義所有
株式数(株)

所有株式数の
合計(株)

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合(％)

(自己保有株式)
スズデン株式会社

東京都千代田区
外神田二丁目２番３号

556,000 － 556,000 3.79

計 ― 556,000 － 556,000 3.79
 

(注)　株式会社日本カストディ銀行（信託Ｅ口）が所有する当社株式102,328株（0.70％）は、上記自己株式に含めて
おりません。

 
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第２項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(2023年４月１日から2023年

６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(2023年４月１日から2023年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 6,079,427 6,319,467

  受取手形及び売掛金 11,217,335 9,826,264

  電子記録債権 5,460,448 4,771,391

  棚卸資産 ※1  4,048,137 ※1  4,332,797

  その他 375,753 150,636

  貸倒引当金 △3,343 △2,925

  流動資産合計 27,177,758 25,397,632

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 2,638,553 2,600,619

   土地 1,909,493 1,909,493

   その他（純額） 107,437 99,484

   有形固定資産合計 4,655,484 4,609,598

  無形固定資産 162,974 161,895

  投資その他の資産   

   その他 1,408,016 1,274,504

   貸倒引当金 △33,662 △33,362

   投資その他の資産合計 1,374,353 1,241,141

  固定資産合計 6,192,812 6,012,634

 資産合計 33,370,571 31,410,267

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 5,566,966 4,982,825

  電子記録債務 2,929,990 2,754,201

  短期借入金 2,000,000 2,000,000

  1年内返済予定の長期借入金 100,000 436,000

  未払法人税等 948,167 153,181

  賞与引当金 520,186 253,660

  役員賞与引当金 320,000 51,000

  その他 881,516 1,003,760

  流動負債合計 13,266,827 11,634,628

 固定負債   

  長期借入金 325,000 964,000

  役員株式給付引当金 72,296 68,192

  退職給付に係る負債 905,545 897,200

  その他 190,078 184,131

  固定負債合計 1,492,920 2,113,524

 負債合計 14,759,747 13,748,152
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年６月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,819,230 1,819,230

  資本剰余金 1,580,845 1,580,845

  利益剰余金 15,635,473 14,640,092

  自己株式 △565,150 △558,526

  株主資本合計 18,470,398 17,481,640

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 137,152 178,456

  為替換算調整勘定 △2,484 △2,298

  退職給付に係る調整累計額 5,757 4,315

  その他の包括利益累計額合計 140,425 180,474

 純資産合計 18,610,823 17,662,114

負債純資産合計 33,370,571 31,410,267
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年６月30日)

売上高 15,847,696 14,281,622

売上原価 13,429,003 12,064,332

売上総利益 2,418,692 2,217,289

販売費及び一般管理費   

 荷造運搬費 136,242 111,875

 給料手当及び賞与 505,551 485,849

 株式報酬費用 10,046 15,855

 法定福利費 72,606 102,764

 退職給付費用 33,712 33,547

 賃借料 82,159 77,385

 減価償却費 55,269 41,930

 賞与引当金繰入額 271,767 249,833

 役員賞与引当金繰入額 50,250 51,000

 その他 252,109 241,442

 販売費及び一般管理費合計 1,469,715 1,411,484

営業利益 948,977 805,805

営業外収益   

 受取利息 268 160

 受取配当金 14,365 18,296

 仕入割引 70,325 63,070

 為替差益 30,752 11,496

 その他 7,499 6,815

 営業外収益合計 123,211 99,838

営業外費用   

 支払利息 3,176 3,667

 手形売却損 623 100

 リース解約損 109 -

 その他 3,972 260

 営業外費用合計 7,881 4,028

経常利益 1,064,307 901,615

特別利益   

 投資有価証券売却益 - 1,839

 特別利益合計 - 1,839

特別損失   

 固定資産除却損 13,455 500

 特別損失合計 13,455 500

税金等調整前四半期純利益 1,050,852 902,954

法人税、住民税及び事業税 208,231 136,317

法人税等調整額 131,021 155,012

法人税等合計 339,253 291,330

四半期純利益 711,599 611,624

親会社株主に帰属する四半期純利益 711,599 611,624
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年６月30日)

四半期純利益 711,599 611,624

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 28,548 41,303

 為替換算調整勘定 13,521 186

 退職給付に係る調整額 △1,600 △1,441

 その他の包括利益合計 40,469 40,048

四半期包括利益 752,068 651,673

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 752,068 651,673

 非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 1,050,852 902,954

 減価償却費 63,918 50,790

 賞与引当金の増減額（△は減少） △185,307 △266,526

 役員賞与引当金の増減額（△は減少） △160,750 △269,000

 役員株式給付引当金の増減額（△は減少） 3,841 2,519

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △7,912 △8,345

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △376 △718

 受取利息及び受取配当金 △14,634 △18,456

 支払利息 3,176 3,667

 投資有価証券売却損益（△は益） - △1,839

 売上債権の増減額（△は増加） 985,557 2,080,134

 棚卸資産の増減額（△は増加） △277,988 △284,660

 仕入債務の増減額（△は減少） △364,659 △759,969

 その他 541,015 300,310

 小計 1,636,733 1,730,862

 利息及び配当金の受取額 14,475 18,296

 利息の支払額 △3,172 △3,667

 法人税等の支払額 △938,014 △886,071

 営業活動によるキャッシュ・フロー 710,022 859,419

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △346,799 △4,511

 無形固定資産の取得による支出 △18,658 △2,972

 投資有価証券の取得による支出 △5,715 △4,058

 投資有価証券の売却による収入 - 17,594

 敷金及び保証金の差入による支出 △246 -

 敷金及び保証金の回収による収入 5,644 1,887

 投資活動によるキャッシュ・フロー △365,775 7,938

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 長期借入れによる収入 500,000 1,000,000

 長期借入金の返済による支出 △41,544 △25,000

 ファイナンス・リース債務の返済による支出 △7,731 △13,929

 配当金の支払額 △1,352,040 △1,591,125

 財務活動によるキャッシュ・フロー △901,316 △630,054

現金及び現金同等物に係る換算差額 12,800 2,737

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △544,267 240,040

現金及び現金同等物の期首残高 6,137,188 6,068,427

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1  5,592,921 ※1  6,308,467
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

※１ 棚卸資産の内訳

 

 
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年６月30日)

商品及び製品 4,038,808　千円 4,315,943千円

仕掛品 　　　　－　千円 1,265千円

原材料 9,328　千円 15,588千円
 

 
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとお

りであります。

 
前第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
至 2022年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年６月30日)

現金及び預金 5,603,921千円 6,319,467千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △11,000千円 △11,000千円

現金及び現金同等物 5,592,921千円 6,308,467千円
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(株主資本等関係)
　
前第１四半期連結累計期間(自　2022年４月１日　至　2022年６月30日)

　
１．配当金支払額

決議 株式の種類 配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年５月24日
取締役会

普通株式 1,365,647 97 2022年３月31日 2022年６月13日 利益剰余金
 

　（注）2022年５月24日取締役会決議の配当金の総額には、株式会社日本カストディ銀行（信託Ｅ口）が所有する当社
株式に対する配当金10,430千円が含まれております。

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの
　
　　　該当事項はありません。

 
当第１四半期連結累計期間(自　2023年４月１日　至　2023年６月30日)

　
１．配当金支払額

決議 株式の種類 配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年５月25日
取締役会

普通株式 1,607,005 114 2023年３月31日 2023年６月13日 利益剰余金
 

　（注）2023年５月25日取締役会決議の配当金の総額には、株式会社日本カストディ銀行（信託Ｅ口）が所有する当社
株式に対する配当金11,665千円が含まれております。

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの
　
　　　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自　2022年４月１日　至　2022年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

  (単位：千円)

 
報告セグメント

電機・電子部品販売事業 製造事業 計

売上高    

外部顧客への売上高 15,779,149 68,546 15,847,696

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － －

計 15,779,149 68,546 15,847,696

セグメント利益又は損失(△) 969,536 △20,558 948,977
 

(注)　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 
当第１四半期連結累計期間(自 2023年４月１日 至 2023年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

  (単位：千円)

 
報告セグメント

電機・電子部品販売事業 製造事業 計

売上高    

外部顧客への売上高 14,199,929 81,692 14,281,622

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － －

計 14,199,929 81,692 14,281,622

セグメント利益又は損失(△) 818,794 △12,989 805,805
 

(注)　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。
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(収益認識関係)

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

 
前第１四半期連結累計期間（自　2022年４月１日 至　2022年６月30日）

 
   (単位：千円)

 
報告セグメント

電機・電子販売事業 製造事業 計

ＦＡ機器 9,387,239 － 9,387,239

情報・通信機器 1,205,928 － 1,205,928

電子・デバイス機器 2,215,101 － 2,215,101

電設資材 2,970,880 － 2,970,880

その他 － 68,546 68,546

顧客との契約から生じる収益 15,779,149 68,546 15,847,696

その他の収益 － － －

外部顧客への売上高 15,779,149 68,546 15,847,696
 

 
当第１四半期連結累計期間（自　2023年４月１日 至　2023年６月30日）

 
   (単位：千円)

 
報告セグメント

電機・電子販売事業 製造事業 計

ＦＡ機器 8,945,880  8,945,880

情報・通信機器 1,006,401  1,006,401

電子・デバイス機器 1,836,286  1,836,286

電設資材 2,411,361  2,411,361

その他  81,692 81,692

顧客との契約から生じる収益 14,199,929 81,692 14,281,622

その他の収益 － － －

外部顧客への売上高 14,199,929 81,692 14,281,622
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
至 2022年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年６月30日)

１株当たり四半期純利益 50円93銭 43円70銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益(千円) 711,599 611,624

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益(千円)

711,599 611,624

普通株式の期中平均株式数(株) 13,970,940 13,994,667
 

（注）１．株主資本において自己株式として計上されている信託に残存する自社の株式は、１株当たり四半期純利益

の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。

１株当たり四半期純利益の算定上、控除した当該自己株式の期中平均株式数は前第１四半期連結累計期間

681千株、当第１四半期連結累計期間 657千株であります。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 
(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

2023年５月25日開催の取締役会において、2023年３月31日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり期末配

当を行うことを決議いたしました。

　①　配当金の総額　　　　　　　　　　　         　  1,607,005千円

　②　１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 114円

　③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　　　　2023年６月13日

（注）配当金の総額には、株式会社日本カストディ銀行（信託Ｅ口）が所有する当社株式に対する配当金11,665千円

が含まれております。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2023年８月８日

スズデン株式会社

取締役会  御中

 

有限責任 あずさ監査法人

　東京事務所
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 柴　　田　　叙　　男  

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 水　　野　　勝　　成  

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているスズデン株式会

社の2023年４月１日から2024年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2023年４月１日から2023年６

月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2023年４月１日から2023年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、す

なわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー

計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、スズデン株式会社及び連結子会社の2023年６月30日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

　

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 
四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

 
監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

EDINET提出書類

スズデン株式会社(E02838)

四半期報告書

21/22



 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

 
監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

 
・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠し

て実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

 
・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認めら

れないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー

報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財

務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが

求められている。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や

状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

 
・ 四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連

結財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していな

いと信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

 
・ 四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独

で監査人の結論に対して責任を負う。

 
監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

 
監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又

は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

　

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

　

以  上

 
 

（注）１．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

 ２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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